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　　　　第2．2回宇宙開発委員会‘定例会議）

　　　　　　　　議　事　要　旨

日時，　　昭和48年11月28日㈱　　　●

　　　　　午後2時～2蒔30分

　　　　　　　　　へ　　，
　　　　　　　　　　　
　　　　　宇宙開発委員会会議室

議骸　　　ω　新委負長あいさつ及び三審長代理の指名

　　’　　（2）その也

質料　　　．　第21回宇宙囲発姿負会1定例会謎）．

　　　　　　　議事要旨

出席者

　三三開発委貴会委員長　　　　　森　山’欽．司、

　　　〃　　委員　　．・　由・県愚夫
　　　・〃　　　　〃　　　　　網／島　　一毅

　　　”　．．”　∫．．吉識雅夫
　　　．〃　　〃　　　八藤東禧
閨係省庁職賃等　謄

群技微撚冒　　∫長屋　茂
　　　〃事務次律　’　　武安義光
　科学技術庁研究謳三局宇宙囲発参事官

　　　　　　　　　　　　　　　　山回正登

　外務省劇陳連合局外務参事官　　野　田　英二郎

　　　　気象庁総務部長．問孝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘代理：高谷）

　　　　郵政省電波藍埋局審議官　　　・　市　川　澄　夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘代理：金田）

　　　　鋤雌電波轍購線逓信部長　平野正雄

　　　　建設大臣爾技鯵事官．　、宮崎　明
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘氏理1田中）．

　　　　料学技術庁長官徳房秘善官　　　　石　塚’　　責

　　　　郵政省電波藍二二　　　’　大竹利・男
　　　　　　　　〃　 　　　　　　商井　　元’

　　　事務：局

　　　　群緬庁研究醜鱒即今議松元　守｛串

　　a　旧離要旨

　　（1）新委員長あいさつ及び委員長代埋の指名

　　　　　森山欽司新委員長から新任のあいさつがありく山県昌夫

　　　　委員が引き翫き委員長代理に指名された。

、　　（2）前回譲箏要旨にρいて，

　　　　麹工畔三二三会健例会謝議事鮨が㈱ざ．
　　　　れた。’
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　　宇宙開発委員会技術部会

　　　　　　報　　　　告

（昭和48年度8～9月期ロケット打上げ実験の評価について）

　　昭和48年12月10日

宇宙開発委員会技術部会
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は　　じ　め　　に

　宇宙開発委員会技術部会は，第一分科会において，宇宙開発事

業団が行った第8回ロケット打上げ実験の結果を評価ナるためk●

必要な技術的事項について，昭和48年11月5日以来慎重な調

査審議を重ねてきたが，このたびその結果をとりまとめたので報

告する。

　な訟，今陣の鯛査審議は・Nロケットの開発に密接な関係を持

つJCR－9号機の打上げ実験の結果を対象とするものである。

●

●

●

I　JCR－9号機の打上げ実験

（1）実験の概要

　（イ）実験の目的

　　　　JCR－9号機の打上げ実験は，　Cバンド周波数帯にお

　　ける誘導系搭載電子装置と地上電子装置とのリンク試験，

　　　ガスジェット制御装置によるロール制御試験，地上からの

　　電波指令によるロール軸まわりの姿勢変更試験及び指令破

　　壊系の機能確認試験を行い，ロケットの誘導制御技術等の

　　開発に必要な基礎資料を得ることを目的としたものである。

　（ロ）JCR－9号機の概要

　　　　JCR型ロケットは，入工衛星打上げ用ロケットに使用

　　するガスジェット制御技術を含む誘導制御技術の開発を主

　　目的とする2段式固体ロケットであり，JCR－9号機の

　　形状及び諸元は，それぞれ図及び表に示すとおりである。

　　　なお，JCR－9号機は，　JCR－8号機と比較して主

　　　として次のような諸点が異っている。

　　①　Cバンドレーダトランスポンダ装関守デコーダ（以下，

　　　　「デコーダ」という。）を搭載している。

　　②ガスジェット制御装置については，ロール制御用のみ

　　　を搭載し，その推進薬を過酸化水素（H202）からヒド

　　　ラジン（N2　H4）に変更している。

　　③　指令破壊装置を搭載している。

　　　　　　　　　　　　一1一一
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表　JCR…9号機の主要諸元

諸　　　　　　元
項　　　　　　目 単位

1　　　段 2　　　段

全　　　　　　　　長 m ’1a780

長　　　　　　　　さ m 5465， 551ア

寸　　法 胴　　　　　　　　径 m 0，506 0，420

翼　　　　　　　幅 m 1，884 1，240

翼弦長Root／Tip m α760／α450 α460／0。550

重　　：量
全段重量：（全備） t 2．25

二段重量（全備） t 1．58 α85

型　　　　　　　　式 内面燃焼式固体ロケジトモータ

推　　　進　　　薬 ポリブタジェン系iコンポジット

推　進　薬　重　量 t 0．94 0．52

モーダ 推　　進　　薬　　長 m 5965 t700
平均有効推力（Sea：Leve1） t 156 55

燃　　焼　時　　間 S 21．7 18q

比推力（Sea　Leve1） S 228 228

分離方式
1方　　　　　　　　式 分離ナットて8コ），分離スプリング

時　　間　設　　定 シーケンスタイマ

搭載機器

電　　子　機　　器

Cバンドレーダトランスポンダ装置及
ﾒ同デコーダ，
kバンドレーダトランスポンダ装置
rバンドコマンド受信装置，

FFM－PMテレメータ送信装置，
v測装置

ジ　ャ　ィ　只搬器
フリージャイロ，　レートジャイロ，

ﾏ分ジャイロ，プログラマ，

Cンバータ

ガスジェット制御装置
ロール用ガスジまツト装置。

ｧ御電子機器

指令破壊装置 成型爆薬

一一 T一一



の　実験の経過及び結果

　　発射時刻：昭和48年9，月7日　10時40分

　打電ず場所：宇宙開発事業団種子島宇宙センター

　　発射角：上下角　 755。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　　　　　　　方位角　　101．60

　　天　　候：曇り

　　気　　温：25。C

　　地上風：北東5m／s

　　第1段ロケットは正常な燃焼及び飛しょうを続け，発射

　後38秒にその切離しが行われた。第2段目ケットは発射

後40秒で点火し，約125㎞の高度に達したのち，発射

後6分2秒で水平距離約525㎞の水域に着水した。

　　この間，ロケット搭載のCバンドレーダトランスポンダ

装置及び今回はじめて搭載したデコーダとそれに対応する　●

地上電子装置とのリンク試験はプログラムど券り行われた。

　　また，今回推進薬をヒドラジンに変更したガスジェット

制御装置は，プログラムに従い，発射後1分（第2段ロケ

　ット燃焼終了時）にフリージャイロ及びレートジャイロ出

力によるロール制御を開始し，発射後1分14秒からは積

分ジャイロ及びレートジャイロ出力によるロール制御を行

　　　　　　　　　　　一4一

●

●

　　つた。この制御試験中，発・射後1分20秒から同2分の間

　　にわたり，ロケット搭載のプログラマの信号に地上からの

　　電波指令の信号を重畳し，ローール軸まわりの姿勢変更試験

　　が行われた。

　　　さらに，発射後4分50秒から同5分の間にわたり，指

　　令破壊系の機能確認試験が行われた。

（2）実験結果の分析

　　今回のJCR－9号機の打上げ実験に澄いては，　Cバンド

　周波数帯に澄ける誘導系搭載電子装置と地上電子装置とのリ

　ンク試験，ガスジェット制御装置によるロール制御試験，地

　上からの電波指令によるロール軸まわりの姿勢変更試験及び

　指令破壊系の機能確認試験が正常に行われ，ロケットの誘導

　制御技術等の開発に必要：な基礎資料が得られて澄り，所期の

　目的を達成したものと考える。

皿　総合意見

　宇宙開発事業団が打ち上げたJCR－9号機は，前記のとお

り所期の目的を達成した。これにより，電波指令によるロヶッ

　トのロール軸まわりの誘導制御に関する技術的基礎資料は得ら

れ，三軸に関する姿勢制御試験に進み得る段階に達したものと

　　　　　　　　　　　　一5一



考える。

　信頼性については》これまでの打上げ実験の成果の蓄積によ

り徐々に高まってきていると考えられる・今後も今回の実験に

みられた信頼性を確保し，一層向上させるよう努めることが望●

ましい。とくに，指令破壊系の試験については・上述のように

その目的は一応達成したものと考えるが，今回が初めての飛し

ょう実験であり，大型ロケットの打上げに旧いては重要な問題

であるので，さらに：この信頼性の確保について検討を続けるこ

とが望’ましい。

●

参考1

昭和48年度8～9．月期ロケット打上げ
実験の評価について

日
会
定

肋
熱

和
宙

昭
宇
決

　昭和48年度8～9月期ロケット打上げ実験を評価するため，

次によ如調査審議を行なうものとする。

t　宇宙開発事業団参行を？た第8回ロケット打上げ実験の結果

を評価するために必要な技術的事項について調査審議を行なう。

●

　　2．　1の調査審議は，技術部会において行ない，三和48年12

●　　丹末までに終えることを目途とする。
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参考2

宇宙開発委員会技術部会第一分科会構成員

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（五十音順）　◎

分科会長　　佐　貰

　　　　　　石　川

　　　　　石　田

　　　　　　内　田

　　　　　黒　田

男
夫
享
男
弘

亦
晃
　
茂
泰

斎　藤　成　文

高　田　茂　俊

村　松　金　也

森　　　大吉豊

山　内　正　男

和　田　正　信

日本大学理工学部教授

郵政省電波研究所長

郵政省電波研究所鹿島支所長

名古屋大学工学部教授

宇宙開発事業団

　　　　　システム計画部長

東京大学生産技術研究所教授：

宇宙開発事業団理事

宇宙開発事業団追跡部長
　　　　　　　　　　　　　　φ
東京大学宇宙航空研究所教授

科学技術庁

　　　航空宇宙技術研究所長

東北大学工学部教授

一8一
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宇宙闘発に関する基本計画

昭和48年ll月30日
内　閣　総理　大臣

O　　我が国の宇冨開発に間する基本計画を下記のとおり定める。

　　　　　　　　　　　　　　　　　記

　　　近年、二二技術の憲速な発達により、宇宙空間は、人偵の新た

　　　な活動領或として登場してきており、近い将来において宇歯空間

　　　の二相の究明、囲発及び璃月・ヨが学術の進歩、国氏生沽の向上及び

　　　座業経済の発展に不ロ∫欠のものとなることは明らかである。

　　　　このような欝勢に対処するため、我が露においても薗係各界の

　　総力を瀟集して：本格的に宇宙嗣発に取り組むこととし、次に掲げ

　　　る方針に沿ってその開発を推進するものとする。

　　　　なお、開発の実施は、宇宙開発委負会が定めた「宇衡開発計画

　　　1昭和47年縫決定）」及び「実駅用中容量静止遡信衛星および

過　　　二二用中型放送衝星の開発等について1雌和48年10月29日

　　　決定）」に二ついて行うものとする。

　　　：L　科学観測を行う科学衛星及び電離層観測、衛星逓信、気象観

　　　　測等を目的とした翼用衛星を研究及び開発するとともに、これ

　　　　らを打ち上げるためのロケットを濫発する。

　　　2・人工衛星及びロケットの開発、打上げ、追跡等に必要な施設

　　　　を整傭する。特に実用を目的とした各橦の衛星、これらを打ち

　　　　上げるためのロケット等に共通して使用しうる大型試験施設等

　　　　については可能なかぎり集中的に設遣する。

3．開発体制について、宇宙開発ii§員会の総合縞整の下における

一元化の体制を一層強化する。凶係各機関は、宇宙開発委員会

の方針に沿って、その役割に応じ相互の嚇力を維持しつつそれ

　ぞれの体制を盟備する。囲発の実施の中核的機関たる宇宙開発

　事葉団は、その機構iの充実強化に努める。

＜L　囲発を進めるに当たっては、進i渉状況の把渥及び成呆の評価

　を行いつつ、計画の管珪を合埋的に行う。

5．開発を効箪的に進めるため、自主技術の育成に留意しつつ海

　外技術の有効な宿用を図る。また、開発の推進を透∫じて、国除

　的な友好を促莚する見地から、国瞭協力を債枢的に行う。

6．将来の宇宙論発の進展に備えて、先行研究及び蘭連分野の研

　究を就合的かつ計画的ひこ行うとともに、入工衛星の新たな利用

　分野について積亟的に誘査を行う。

7．陶発を円滑に進めるため、入材の養成、情語｝之流心の促進及び

　晋及啓発に努めるほか必要な施策を擁ずる。

ゆ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　
また、予備設計の検討結果は別添2のと勧であ録す。　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；

　貴事業団に診かれましては、これら資料を参考として昭和5ユ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報打ち上げを目標醸験用中型捻鰻の彦腕を縫さ滋到
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　　　　　1　目　的

　　　　　　　実験用中型放送衛星は・教育灘麟など嚇霰湘．

　　　　　　対処するために必要なテレビジョン放送の個別受信が可能な夫’

　■　　　　　　型放送衛星の打ち上げに至る過程として・衛星羽ステムを用い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　た画像及び音声の伝送試験を行うこと、衛星放送平ステムの運

△C　用技術の確立劔ることなどを目的とし嫡星で、昭和5！年

　　　　　　三叉軌道剛キげることを目一発師％　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　2ミッション　　　　　　　　1
　　　・（1）衛星放送システムの瀟的条件の確立　　　1

　　　　　　（2》　衛星放送システム．の制御、運用技術の確立

．■●

　　（：・レ（1）打ち上げ醐

　　　　，1
　　　　、1　　　昭和5’！年度を目標とする。

　　　　1（2）軌道及び位置　　∫　　　・．・
　　　　li
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀’
　　　　　　　　東経約ノ／0度の静止衛星軌道とする。　　　　　　　　　｝1

　　　　　　　　抽・齪した輝については・別途当省可児解る・

　　　　　　（3）　打ち上げロケット

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麺
　　　　　　　　ソーデルタ29！4相当のものとする。
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衛星姿勢安定方式

三軸姿勢制卸方式とする。

衛星の重：量、形状　　　　　『．　・　　．

静止謎上棚懸量は、約33・と9であり、ソ「デルタ

29／4相当のゴヶツトによ端ち上げ可倉眩も6とする。

衛星とう二二中継器　　’

ユ2／ユ4晩帯中継器をとう載する。この中継器は、ヵラ，
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一テレビジョン2チャンネルの送受信が可倉旨であり、臨1

／チャンネル当効の油鼠は約／。。wとする．．　1

（7）鰍と…る…アンテナリビ…射…、1

’欄ざ小笠原などめ鵬を含細細全土とする・　　1

（8）纏にとう減する放送用アンテナの矛弓得　　　ll

（7）のビーム照鰯のうち・北…九州の大部分を含む1

日本本土儲匠は3ク醐上、躰全±’ ﾌ周辺音3の織に1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　おいては28dB以上とする。　　　　　　　　　b　　　　l

（9）鯉にと蝋する放送用アンテナの高尚蔽　　　1

　　02度以内（軌道保持確度を含む。）を目途とする。
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　　日照時に．楠ては・カラ・一テレビジョン2チャンネルの送

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　1
　受信が同時に行われるものと・する。
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　　醒蟹制に．は・ユ2／ユ4GHz帯友の曲備の周灘を

　使用するものとする。
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　　打ち上げから3年後において、ユ2／ユ4GEz帯中継器によ

　リカラーテレビ碧ヨン2チ予ンネルの送受信が可能である確

．率は05以上を目途とする。

⑱　国産化率

　　可鯵励で・国産化率縞め得るよう考吼て醗を進

ある。
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